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※12月8日～12月18日生掲載　

我が家の我が家の

1歳を迎えたお子さんを紹介します。1歳を迎えたお子さんを紹介します。

我が家のアイドル募集

〒322-8601　今宮町1688-1 右の二次元コード
からもメール送信
可能

広報広聴係「我が家のアイドル係」
メール　koho@city.kanuma.lg.jp

○申込方法　郵送･メール･広報広聴係（市役所３階）へ直接持参

○対象　１歳を迎える市内在住のお子さん　○締切　１歳の誕生日まで
○申し込みに必要なもの
　①お子さんの写真（郵送・持参 :裏面に記名、メール：5MB以内）
　※頭からあごまでが写り、顔の周りに余裕があるもの
　②お子さんの名前（ふりがな）・性別・誕生日、住所、電話番号、保護者氏名
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中粟野
市川　チヨさん
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村井町
富田　マツイさん
（T13.12.28）
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松
本
と
ま
と

100歳万歳！100歳万歳！
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プロフィル

牽引する“鹿沼の名匠”。
　「ものづくりのまち鹿沼」を熟練の技で

　鹿沼の産業や文化の振興を担うその技
と心意気を紹介します。

五月女  晃久さん（府中町）

建築物移転・補修

25

　昭和49年、府中町生まれ。国指定有
形文化財の耐震改修工事をはじめ、日
本遺産の移転工事など、高度な曳家技
術を要する工事を遂行してきた。

ひき や

五月女建設株式会社
そうとめ あきひさ

市民のひろば

治
35
年
創
業
の
五
月
女
建
設
株
式

会
社
は
「
曳
家
工
事
」
や
「
公
共

工
事
」
を
行
う
総
合
建
設
会
社
で
す
。
曳

家
と
は
、
建
物
を
解
体
せ
ず
に
移
動
さ
せ

る
技
術
で
、
文
化
財
や
歴
史
的
価
値
の
あ

る
建
造
物
を
移
転·

補
修
す
る
こ
と
で
、

未
来
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
で

は
、
こ
の
曳
家
の
技
術
を
持
っ
た
会
社
は

全
国
で
も
非
常
に
少
な
い
そ
う
で
す
。

家
工
事
は
、
建
物
の
構
造
や
周
辺

環
境
を
調
査
し
、
移
動
計
画
を
立

て
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。「
建
物
は
一

つ
一
つ
違
っ
て
い
る
た
め
、
建
築
当
時
の

工
法
や
材
料
は
同
じ
で
も
、
間
取
り
や
水

回
り
の
配
置
等
、
置
か
れ
た
地
盤
に
よ
っ

て
も
ジ
ャ
ッ
キ
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
作
業
状
況
の
判
断
を
誤

る
と
建
物
に
ひ
び
が
入
り
か
ね
な
い
の

明曳
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市
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み
ん
な
の
健
康

お
知
ら
せ

※選出の際に、選者による加筆・修正が入る場合があります。

で
、
綿
密
な
調
査
が
必
要
で
す
」 

と
計
画

の
重
要
性
に
つ
い
て
五
月
女
さ
ん
は
話
し

ま
す
。は

、
揚あ

げ

家や

の
工
程
で
す
。
揚
家
工

と
は
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
に
よ
っ
て
建

物
を
そ
の
ま
ま
持
ち
上
げ
る
作
業
で
す
。

建
物
の
構
造
に
よ
り
建
物
を
揚
げ
る
方

法
は
異
な
る
そ
う
で
、
建
物
下
に
配
置
さ

れ
た
一
つ
一
つ
の
ジ
ャ
ッ
キ
に
か
か
る
圧

力
を
確
認
し
な
が
ら
、
ミ
リ
単
位
で
高
さ

を
調
整
し
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
キ
１
台
で
20
ト

ン
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

家や

は
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
で
建
物
を

押
し
て
移
動
す
る
作
業
で
す
。
昔

は
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
建
物
を
曳
い
た
た
め

曳
家
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
建
築
物
の

構
造
、
工
法
、
使
用
材
料
の
知
識
、
状
況

判
断
な
ど
、
同
社
の
先
輩
か
ら
伝
え
ら
れ

た
技
と
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
に
、
新
た

な
工
法
の
住
宅
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

研
究
を
重
ね
て
い
る
そ
う
で
す
。

後
の
工
程
、
据
え
付
け
は
水
平·

垂

直
を
調
整·

確
認
し
、
移
動
先
の
地

盤
に
建
物
を
固
定
す
る
作
業
で
す
。
仕
上

げ
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム·
外
構
工
事
な
ど
を

行
い
、
建
物
を
元
の
状
態
に
戻
し
ま
す
。

月
女
さ
ん
が
作
業
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
、「
建
物
を
傷
つ
け
な
い

こ
と
」
と
「
安
全
に
運
ぶ
こ
と
」
だ
と
話

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

に
つ
い
て
、「『
住
み
慣
れ
た
、
思
い
入
れ

の
あ
る
家
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
い
』
と
お
客
さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
」
と
、
五
月
女
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

曳ひ
き 次最五

曳家工事の工程

▲ジャッキで持ち上がる建物

①調査 ③曳
ひき

家
や

②揚
あげ

家
や

④据え付け・補修

▲ジャッキ操作盤を操作する五月女さん

●●

市
民
の
ひ
ろ
ば


